
１ 

平成２７年度２月補正予算案 

Ⅰ 規 模 

 一 般 会 計          ８０億２，９１２万円 

 特 別 会 計 （債務負担行為  ▲１億２，５００万円） 

特 別 会 計          ３４億８，５００万円 

 企 業 会 計 １億１，６８５万円 

     総       額 （債務負担行為  ▲１億２，５００万円） 

           １１６億３，０９７万円 

Ⅱ 補正予算案の概要

１ 一般会計補正予算案            ８０億２，９１２万円 

（１）国の補正予算関連             ３９億６，２０３万円   

ア 「国家戦略特区」関連事業            ８，０００万円 

昨年１２月に「国家戦略特区」への指定が決定したことを受け、介護

ロボットの実用化に向けた取組みを推進するための、開発支援や導入補助に  

要する経費。 

① 介護ロボット導入支援事業             ６，０００万円

② 介護ロボット産業の振興              ２，０００万円 

イ 「地方創生加速化交付金」活用事業      １億２，５００万円 

国の補正予算で創設された「地方創生加速化交付金」を活用し、地方創生の

取組みをさらに推進していくための事業を実施。 

① 介護ロボット産業の振興（１事業）【再掲】     ２，０００万円

② 若者の定住や移住促進（２事業）              １億円 

③ 広域連携事業〔世界遺産関連８県１１市〕（１事業）    ５００万円 

※ 詳細は別紙のとおり

ウ 公共事業                 ３２億３，８５５万円 

① 道路・街路事業                 １９億３，３３４万円 

幹線ネットワークの強化等を図るための、道路・街路の整備（戸畑枝光線  

ほか３路線）に要する経費。 



２ 

② 河川改修事業                   ３億９，０００万円 

浸水対策を推進するための、河道掘削や護岸整備等（紫川ほか２河川）に  

要する経費。 

③ 公園整備事業                     ５，０００万円 

災害時における避難地等として防災機能の拡充を図るための、園路の整備等

（都島展望公園ほか２公園）に要する経費。 

④ 港湾施設整備事業                 ４億５，７６５万円 

 船舶航行の安全性を確保するための、航路・泊地等の整備（新門司地区、    

田野浦地区）に要する経費。 

⑤ 漁港施設整備事業                 １億１，７５０万円 

高潮などによる浸水への対策を図るための、漁港施設の整備（柄杓田漁港）

に要する経費。 

⑥ 障害福祉施設整備事業               ２億９，００６万円 

 障害者（児）が安心して生活できる環境づくりのための、障害福祉施設の   

整備費用の補助に要する経費。

エ 子ども・子育て支援関連事業           ３億７５０万円 

① 特定不妊治療費助成事業                ３，１８０万円 

特定不妊治療に係る公費助成額の拡充（初回の助成額を１５万円から３０万円

に拡充、男性不妊治療費の助成１５万円）に要する経費。 

② ひとり親家庭職業訓練促進資金貸付金交付事業    １億６，０００万円 

ひとり親家庭の自立促進を図るための、資格取得を目指す親に対する、入学 

準備金等の貸付に要する経費。

③ 潜在保育士の保育所再就職・復帰支援貸付金交付事業   ９，３００万円 

保育士確保を加速し待機児童の解消を目指すための、潜在保育士（離職中の 

保育士資格取得者）に対する、保育所への再就職準備金等の貸付に要する経費。

④ 保育所等における業務効率化推進事業            ９００万円 

保育所等における、保育士の業務効率化のための保育システムの導入   

（ＩＣＴ化）、子どもの見守りのためのカメラ設置への補助に要する経費。

⑤ 子ども・子育て支援制度システム改修費         １，１００万円 

国の制度改正（幼児教育無償化に向けた取組み）に伴う子ども・子育て支援

制度システムの改修に要する経費。 



３ 

⑥ 私立幼稚園就園奨励システム改修費             ２７０万円 

国の制度改正（幼児教育無償化に向けた取組み）に伴う私立幼稚園就園奨励 

システムの改修に要する経費。 

オ その他                   ２億３，０９８万円 

① 女性輝き！推進事業                  １，８００万円 

国の「地域女性活躍推進交付金」を活用し、「（仮称）女性活躍推進センター」

において実施する、女性の創業支援等に要する経費。 

② 社会保障・税番号制度導入関連事業         ２億１，２９８万円 

個人番号カードの製造・発行等の委任及び交付事務に要する経費。 

（２）基金への積立及び財源補正         ２９億８，８９０万円  

ア 基金への積立               ２９億８，８９０万円 

① スポーツによるにぎわいづくり基金積立金        ２，３００万円 

北九州スタジアム寄付金等について、北九州スタジアムの整備等に活用する

ため、「スポーツによるにぎわいづくり基金」を設置し、積み立てるもの。 

② その他の基金                  ２９億６，５９０万円 

財政調整基金や公債償還基金、都市高速鉄道等整備基金について、土地売払

収入の増収分や決算剰余の一部、基金運用利子などを積み立てるもの。 

イ 財源補正                １３億６，５１０万円 

地方交付税及び臨時財政対策債の額の決定等に従い、年度末の所要財源の  

整理として財源補正を行うもの。 

      ・地方交付税        （財源補正額   ４９億８，６４７万円） 

      ・臨時財政対策債      （財源補正額    ８億６，６００万円） 

      ・土地売払収入       （財源補正額   １０億  ２９０万円） 

      ・財政調整基金等取崩    （財源補正額  ▲５２億７，９３６万円） 

（３）その他                   １０億７，８１９万円  

ア 障害児通所・入所支援               ３億１，０００万円 

放課後等デイサービスなどの運営について、増加が見込まれる給付に要する 

経費。

   イ 共同生活援助事業                 １億４，８００万円 

障害者のグループホームの運営について、増加が見込まれる給付に要する経費。



４ 

   ウ 障害者自立支援給付費負担金返還金         １億１，３０１万円 

障害者自立支援給付費に係る国・県負担金（平成２６年度分）の超過交付分の

返還に要する経費。

   エ 特別児童扶養手当システム補助金返還金         ８，９１２万円 

特別児童扶養手当認定システム構築に係る国庫補助金（平成２６年度分）の 

超過交付分の返還に要する経費。 

オ 児童扶養手当システム改修費              ５，８００万円 

国の制度改正（多子加算額の引き上げ）に伴う、児童扶養手当システムの改修

に要する経費。 

カ 市営住宅整備・耐震改修事業            ２億２，５０６万円 

国の内示増に伴う、市営住宅（馬寄団地・大里団地等）の耐震改修等に要する

経費。

キ 響灘南１号岸壁改良事業              １億３，５００万円 

貨物船の衝突により損傷した岸壁の復旧に要する経費。 

             （債務負担行為 ▲１億２，５００万円） 

２ 特別会計補正予算案          ３４億８，５００万円 

（１）国民健康保険特別会計           ２５億６，５００万円  

増加が見込まれる保険給付費及び療養給付費等負担金（平成２６年度分）の

確定に伴う超過交付額の返還等に要する経費。 

（２）競輪、競艇特別会計                   ４億円  

将来的に必要となる整備費や市債償還に備えるための、競輪競艇整備積立金

への積み立て等に要する経費。 

・競輪競艇整備積立金                   １２億円

・競艇費（受託事業費）                 ▲ ８億円 

                （債務負担行為 ▲１億２，５００万円）

（３）土地区画整理特別会計            ５億２，０００万円  

国の補正予算関連 

折尾地区総合整備事業における土地区画整理事業の進捗を図るための、宅地

整備工事等に要する経費、及び、それに伴い不要となる債務負担行為の補正。 

３ 企業会計補正予算案           １億１，６８５万円 

（１）交通事業会計                    ８８５万円   

未払賃金等請求訴訟における裁判所の和解勧告を踏まえた、和解に伴う  

解決金の支払いに要する経費。 



５ 

（２）下水道事業会計                 １億８００万円  

国の補正予算関連 

浸水対策の促進を図るための、管渠の布設等に要する経費。 

４ 繰越明許費              ２１４億７，８０４万円 

     繰越明許費については、国の補正予算に対応し、２月補正予算案を編成した  

ことや、道路、河川、街路事業などにおいて、関係機関との協議に日時を要した

ことなどの理由により、年度内の事業の執行ができないものについて、全会計で

２１４億７，８０４万円を繰り越すもの。 



別 紙 

「地方創生加速化交付金」を活用した事業一覧 

事業 

グループ
事業名 事業概要 

予算額 

（千円） 

うち 

交付金 

（千円） 

１

介護ロボ

ット産業

の振興 

ロボット産業振興 

事業（特区関連） 

新たな介護ロボットの開発を支援し、

実証現場で検証して、介護ロボットの

改良・事業化に必要な技術開発に取り

組み、本市が介護ロボット導入先進都

市となるよう、導入補助や普及促進を

実施。 

20,000 20,000

小 計 20,000 20,000

２

若者の 

定住や 

移住促進

定住・移住促進事業
首都圏でのＰＲや北九州市版ＣＣＲＣ

の構築等に向けた取組を実施。 
50,000 50,000

３

北九州 

ゆめみらいワーク 

事業 

地元企業の仕事、様々な職業人の話を

直接聞き、体験するイベントを開催。
50,000 50,000

小 計 100,000 100,000

４

広域連携

事業（世

界遺産関

連 8 県

11市） 

世界遺産推進経費 

世界遺産登録関係自治体で共同制作す

る情報発信用広報ツールの開発、世界

遺産案内プレート（統一デザイン）の

設置。 

5,000 5,000

合  計 125,000 125,000

６ 


